
はじめに

石川県内では，これまでに２科１４種のコウモリ類

が確認されている（佐野・上馬，１９８１；山本，１９９０・

１９９８a，b；前 田 ら，１９９２；上 馬・三 原，１９９５；佐

野，２０００）。今回，石川県側の白山地域の夏期のコ

ウモリ調査を実施した結果，新たに２種のコウモリ

が確認されたので報告する。

調査地と調査方法

調査地は，石川郡吉野谷村中宮温泉周辺と同郡白

峰村市ノ瀬周辺，同郡尾口村深瀬周辺の３ヶ所であ

る（図１）。中宮温泉周辺では，日没後に石川県白

山自然保護センター中宮展示館前の蛇谷の川原でカ

スミ網による捕獲調査を行った。また，展示館背後

の蛇谷自然園路のトンネル内と白山スーパー林道の

トンネル内，（株）北陸電力三ツ又発電所冬期用隧道

をルーストとして利用しているコウモリ類の調査も

行った。市ノ瀬周辺では，日没後にブナ林内でカス

ミ網による捕獲調査を行った。また，市ノ瀬ビジター

センター周辺で人工構造物をルーストとして利用し

ているコウモリ類の調査を行った。深瀬周辺では，

夕方にブナ林内の樹洞より出巣するコウモリの観察

とトンネル内をルーストとして利用しているコウモ

リ類の調査を行った。

調査は，７月２７日～２９日と８月１３日～１５日の６日

間実施した。

本調査におけるコウモリ類の捕獲は，環境省の捕

獲許可（平成１３年１０月２３日付環中部許第７１６号 許

可番号 第６‐１８３号）の下に行った。捕獲したコ

ウモリはすべて標識（前腕部へのバンディング）し

た後，放逐した。

分類と学名，標準和名は，阿部ら（１９９４）と前田

（１９８３，１９９６，１９９７）に従った。

結果と考察

調査では，２科７種のコウモリ類が確認できた（表

１）。表中のメッシュ番号はコウモリ類を確認でき
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た地点を示し，環境庁（１９９７）の３次メッシュコー

ド番号を用いた。

これまで，白山地域石川県側のコウモリ調査は，

佐野・上馬（１９８１），山本（１９９０・１９９８a,b），上馬・

三原（１９９５），佐野（２０００）がある。これまでの白

山地域でのコウモリ調査の結果を含めて，各調査地

ごとのコウモリ相についてまとめてみたい。

（１）中宮温泉周辺（（株）北陸電力三ツ又発電所

から白山スーパー林道三方岩駐車場）

今回の調査で中宮温泉周辺では，２科６種のコウモ

リ類，すなわちキクガシラコウモリ Rhinolophus fer-

rumequinum，カグヤコウモリ Myotis frater，モモジ

ロコウモリ Myotis macrodactylus，ノレンコウモリ

Myotis nattereri，モリアブラコウモリ Pipistrellus en-

doi，テングコウモリ Myotis hilgendorfi が確認され

た（表１）。

これまで中宮温泉周辺では，２科９種のコウモリ

類，すなわちキクガシラコウモリ（佐野・上馬，

１９８１；山本，未発表），コキクガシラコウモリ Rhi-

nolophus cornutus（佐野・上馬，１９８１；野崎，１９８２），

コテングコウモリ Murina silvatica（佐野，私信；

上馬，私信），テングコウモリ（佐野・上馬，１９８１），

ヒメホオヒゲコウモリ Myotis ikonnikovi（山本，１９９８

a,b），カグヤコウモリ（山本，１９９８a，b），モモジ

ロコウモリ（山本，１９９８a,b），ウサギコウモリ Ple-

cotus auritus（佐野・上馬，１９８１），ユビナガコウモ

リ Miniopterus schreibersi（沢田，１９７６）が確認され

ている。

今回の調査結果と合わせて，中宮温泉周辺から

は，２科１１種のコウモリ類の生息が確認されたこと

となった。

ノレンコウモリ（写真１）とモリアブラコウモリ

（写真２）が，新たに確認されたことで，石川県で

記録されたコウモリ類は２科１６種となった。

また，三方岩駐車場（標高１，４５０m）の人工建築

物内で，この標高としては初めてキクガシラコウモ

リが確認された。

（２）市ノ瀬周辺（市ノ瀬から六万山）

今回の調査で市ノ瀬周辺では，２科３種のコウモ

リ類，すなわちキクガシラコウモリ，カグヤコウモ

リ，クロホオヒゲコウモリ Myotis pruinosus が確認

された（表１）。

これまで市ノ瀬周辺では，２科６種のコウモリ

表１ 調査場所，調査日別コウモリ捕獲結果

調査 場所 メッシュ番号 調査日 キクガシラ
コウモリ

モリアブラ
コ モ リ

テ ン グ
コウモリ

カ グ ヤ
コウモリ

モモジロ
コウモリ

クロホオヒ
ゲコウモリ

ノ レ ン
コウモリ

吉野谷村中宮 白山自然保護センター ５４３６３６１１ ７月２７日 ２♀ad（※２） １♂ad ９♂ad
付近の川原 ５４３６３６１１ ８月１３日
蛇谷自然観察園路トンネル ５４３６３６１１ ８月１３日 目視２
白山スーパー林道 ５４３６３６０４ ７月２７日 １♂ad
のトンネル ～５４３６３６０５ ８月１３日 目視１
三方岩駐車場 ５４３６３６１７ ８月１３日 目視４

（尾ロ村尾添） 三ッ又発電所 ５４３６３５０９ ８月１４日 死体１０（※１） １♂ad
尾口村深瀬 ブナ林 ５４３６２５８０ ７月２８日

トンネル ５４３６２５６１ ７月２８日
白峰村市ノ瀬 ブナ林 ５４３６１５３５ ７月２８日

市ノ瀬ビジターセン ５４３６１５３６ ７月２８日 目視１ １♂ad
ター周辺 ５４３６１５３６ ８月１４日 目視４ ４♂ad

５４３６１５３６ ８月１５日 １♀ad,
１♀sub

合 計 ２２ ２ １ ６ ９ ２ １

※１詳しくは，本文参照
※２ad は成体を，sub は亜成体（指骨の骨化が完成していない個体）をあらわす

写真１ ノレンコウモリ
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類，すなわちキクガシラコウモリ（佐野・上馬，１９８１

；山本，１９９０，１９９４，１９９８a，b），クロホオヒゲコ

ウモリ（山本，１９９０），カグヤコウモリ（山本，１９９０），

ヒメホオヒゲコウモリ（佐野・上馬，１９８１），テン

グコウモリ（佐野・上馬，１９８１），ウサギコウモリ

（山本，１９９０）が確認されている。

今回の調査結果と合わせて，市ノ瀬周辺からは，２

科６種のコウモリ類の生息が確認されたこととなっ

た。

（３）深瀬周辺（深瀬及び鴇ヶ谷）

今回の調査で深瀬周辺では，コウモリ類は確認で

きなかった。しかし，これまでに深瀬周辺からは，

キクガシラコウモリ（山本，１９９５），ヤマコウモリ

Nyctalus aviator（山本，１９９５，未発表；石川県，

１９９９），ユビナガコウモリ（山本，未発表），カグヤ

コウモリ（山本，１９９５），モモジロコウモリ（山本，

１９９５）の２科５種のコウモリ類の生息が確認されて

いる。

（４）コウモリ類の種ごとの結果

今回の調査結果から石川県で確認されたコウモリ

類は２科１６種となった。一方，近隣県の岐阜県では

２科１６種，福井県では２科７種（福井県，２００２）の

コウモリ類が確認されている。近隣県で確認されて

いて石川県で確認されていないコウモリ類は，チチ

ブコウモリ Barbastella leucomelas のみである。今

後の調査でこの種も見つかる可能性があるといえよ

う。

今回初めて確認されたモリアブラコウモリは，岐

阜県大野郡庄川村尾上郷地区で捕獲されている（前

田，１９９１）。今回カスミ網により捕獲された２個体

は，ともに外部形態より授乳中の雌成獣個体である

と考えられた。このことより，モリアブラコウモリ

は，中宮温泉周辺で繁殖しているものと考えられ

る。石川県側に生息するモリアブラコウモリの個体

数は少ないかもしれないが，白山地域には広く分布

している可能性が出て来た。

一方，同じく今回石川県内で初めて捕獲されたノ

レンコウモリは，岐阜県，福井県の白山地域でも全

く捕獲されていない（福井県，２００２）。白山地域と

しては初めての記録である。白山地域でのノレンコ

ウモリの生息状況については，全く不明である。な

おこの個体は，（株）北陸電力三ツ又発電所の冬期

用隧道内の岩の窪で休息している状態で確認され

た。

今回，目視であるが広範囲にしかも数多く確認で

きたキクガシラコウモリは，白山地域に広範囲に分

布している考えられた（山本，１９９０，１９９８a，b；佐

野，２０００）。一方，今回初めて大量の死体が，（株）

北陸電力三ツ又発電所の冬期用隧道内で確認された

（表１）。すでに骨だけになってしまった死体から，

まだ乾燥した肉片や毛が残っている死体までが確認

された（写真３）ことから，各個体の死亡時期は異

なっているいるものと考えられた。死亡原因につい

ては，不明である。今回のように一度に１０頭のコウ

モリの死体が見つかったことは，繁殖期の繁殖場所

以外では初めてである。

モモジロコウモリは，石川県白山自然保護セン

ター中宮展示館前の蛇谷の川原で実施したカスミ網

による捕獲で，日没後１時間程経過した頃からの１

時間の間に集中して捕獲された。このことは，この

周辺にモモジロコウモリが生息している洞穴か人工

写真２ モリアブラコウモリ

写真３

山本・野崎：白山地域におけるコウモリ目相
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的なそれに類する構造物が存在しているものと考え

られる。

カグヤコウモリは，前回の調査の際にも（山

本，１９９８a，b）広範囲に多く捕獲された。今回も，

捕獲調査を実施した３地域のいずれの場所でも捕獲

されており（表１），白山地域には多く生息するも

のと考えられた（山本，１９９８a，b）。

クロホオヒゲコウモリは，今年生まれの個体が人

工構造物内で休息している状態で確認された。これ

まで，クロホオヒゲコウモリは市ノ瀬でのみ確認さ

れてきたが，継続して確認があり，今回今年生まれ

個体が確認されたことから，市ノ瀬周辺では繁殖が

（山本，１９９４），継続して行われていると考えられ

た。

摘 要

（１）今回確認できたコウモリ類は，キクガシラコ

ウモリ，モリアブラコウモリ，テングコウモリ，カ

グヤコウモリ，モモジロコウモリ，クロホオヒゲコ

ウモリ，ノレンコウモリの２科７種である。

（２）モリアブラコウモリとノレンコウモリが新た

に記録され，石川県で確認されたコウモリ類は２科

１６種となった。

（３）キクガシラコウモリ１０頭の死体が確認され

た。
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